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市の人口と世帯
※（　）内はうち外国人

2016（平成28）年1月末現在
総人口 324,241（3,618）

（2,437）

男
女

世帯数 147,368

157,315（2,096）
166,926（1,522）

広報 市民の友
発行
編集

印刷

：
：

：
☎（代表）867-0111
〒900-8585 那覇市泉崎1丁目1番1号
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 ひ

と  つ なぐ  まち

自主防災組織

地
域
の
つ
な
が
り
で

地
域
で
災
害
に
備
え
る

　
大
規
模
な
災
害
で

は
、
道
路
の
寸
断
や

被
害
が
広
範
囲
に
お

よ
ぶ
な
ど
、
消
防
や

警
察
、
自
衛
隊
な
ど

の
救
助
が
遅
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。そ
ん
な
中
、地
域

住
民
が
単
身
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
の

助
け
が
必
要
な
家
庭
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
安

否
確
認
や
早
め
に
助
け
出
す
な
ど
、
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、保
育
園
な
ど

で
防
災
訓
練
を
行
う
際
の
助
言
や
研
修
講
師

の
派
遣
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
市
が
認
定
し
た

自
主
防
災
組
織
（
認
定
自
主
防
災
組
織
）
に

は
、救
助
・
避
難
誘
導
用
具
、照
明
器
具
な
ど

の
防
災
資
機
材
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
自
主
防
災
組
織
は
、
地
震
や
火
災
な

ど
の
災
害
の
発
生
に
備
え
て
地
域
の
み
な
さ

ん
で
自
主
的
に
結
成
し
て
い
る
な
ど
、
要
件

を
満
た
し
た
組
織
で
す
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る（
自
助
）こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る（
共
助
）と
い
っ
た
自
主
防
災
活
動
が

広
が
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
迅
速
な
避
難
や

救
助
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。し
か
し
、
市
の

認
定
自
主
防
災
組
織
の
活
動
カ
バ
ー
率
は

8・6
％
で
、
全
国
平
均
81
％（「
平
成
27
年
版

消
防
白
書
」（
消
防
庁
））に
比
べ
て
極
端
に
低

く
、
防
災
意
識
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。自

主
防
災
組
織
に
参
加
し
た
い
！

　
那
覇
市
に
は
自
治
会
や
P
T
A
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
な
ど
で
組
織
す
る
「
認
定
自
主

防
災
組
織
」
が
45
団
体
、
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。お
住
ま
い
の
地
域
の
認
定
自
主
防
災
組

織
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
防

災
室
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
自
主

防
災
組
織
」と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
た
い
！

宮平　智
金城ダム隣友会自主防災会
会長 さん

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件

●
自
治
会
や
町
内
会
、小
学
校
区
な
ど
の

　
地
域
住
民
で
結
成
し
て
い
る

●
災
害
時
や
平
常
時
に
、消
火
班
、救
護
班
、

　
避
難
誘
導
班
、給
食
給
水
班
な
ど
の

　
役
割
を
分
担
し
て
い
る

　「津波から身を守るには、避難にまさる対策はない」と
いう東日本大震災の教訓から、低海抜地域である松山・
若狭地域に津波避難ビルを建設しています。今月完成
し、5月頃から供用が開始される同施設は、日頃から世代
を超えた人々の交流の場とすることで、災害時にも声を
かけ、助け合える意識を育てる施設として活用されます。

松山・若狭地域にもうすぐ完成！津波避難ビル

完成イメージ図

災害情報をいち早くお知らせ防災・気象情報メール
　災害発生時には、停電によりテレビやラジ
オからの情報が得られないことも考えられま
す。
　そこで、市では、携帯電話やスマートフォン
などのメール機能を利用して、那覇市に関す
る気象警報や災害時の防災情報（例：津波注
意報や避難所の開設情報など）、を配信して
います。
　防災・気象情報メールの受信には登録が必
要です。ぜひご登録ください。

　大地震や津波など大規模な災害につながる
恐れがあり、生命などに関わる非常に緊急性
の高い情報の配信に使用されるのが緊急速報
メール（エリアメール）です。対象地域にいる方
に強制的に配信するシステムのため、配信で
きる情報が限定されています。

登録用メールアドレスから送信
　
QRコードを読み込んで送信

次の　、　のいずれか
から空メールを送信し、
送信後に届く「仮登録
完了のお知らせ」メール
から、手順に従って登録
してください。

登録方法
地震情報についてお知らせします。
日時：2016年2月12日21時59分
付近の方は余震等に十分注意して
ください。

発生場所：沖縄本島近海
発生規模：マグニチュード4.2
震源の深さ：90㎞

震度は以下の通りです。
震度1：宜野湾市、うるま市

那覇市市民防災室（ぼうさいなはし）

防災気象情報メール

1

1

2

2

t-naha@sg-m.jp

「防災・気象情報メール」イメージ▶

★緊急速報メール（エリアメール）との違い★

土
砂
災
害
を
意
識
し
て

　
　
　
　
　

 

を
し
て
い
ま
す

防
災
訓
練

防
災
力

地
域
の
つ
な
が
り
で

防
災
力

自分たちの地域を守るために活動する自主防
災組織では、災害に備えた炊き出し訓練や夜間
の避難訓練を行うこともあります UP

総
務
課
　
市
民
防
災
室

☎ 

８
６
１
・
１
１
０
２

お
問
い
合
わ
せ

　地
域
の
一
部
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
性
を

感
じ
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し

た
。　災

害
情
報
に
つ
い
て
は
普
段
か
ら
、

防
災
無
線
や
防
災
・
気
象
情
報
メ
ー
ル

で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
に
、
長
距

離
の
移
動
が
難
し
い
高
齢
者
を
ど
う

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題

で
す
。

規約や名簿などの必要書類を市に届出

※ひな型はホームページにあります

自主防災組織の認定（認定自主防災組織）

　
普
段
か
ら
地
域
で
支
え
あ
う
関
係
が
、
大
規
模
災
害
時
に
犠
牲

者
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
に
発
生
し
た
長
野
県
北
部
地
震
で
は
、
長
野
県

内
は
全
壊
家
屋
50
棟
、半
壊
家
屋
91
棟
の
被
害（
平
成
26
年
12
月
16

日
現
在
）に
も
か
か
わ
ら
ず
、地
域
住
民
の
救
助
活
動
に
よ
り
犠
牲

者
を
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、
平
成
７
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
瓦
礫
の
下
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
う
ち

の
約
９
割
が
近
所
の
住
民
ら
に
救
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
と
お
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
地
域
の
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
ご
家
族
や
ご
近
所
さ

ん
同
士
、一
緒
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。


